




















































著，マロフ編集の USp(W. Radloff, Uigurische Sprachdenkmiiler. Materialien 




庄垣内正弘， f東洋史研究j53・2,1994, pp.139-148. 
ウイグル文契約文書補考












































































































T I D (106 I 021）・・・断片，草書体， 8行。 f集成jSa15に接合。
TI a (124 I 040）・・・断片，草書体， 6行。 f集成JEx02に接合。
























1. luu (yil) birygnni[n]c ay iki ygnnikii 
龍年 第十一月 十二日に
2. manga barmrs tonga←qa> y[un](g)laq-Irq (q .. ) 
私に（即ち）パルミシュ＝トンガくに＞通貨用の
3. qunpu krgiik bolup miin p’Kl/Il/Il・（t)a
宮布が必要となって，私は・・・の所より
4.組igqunpu alip birti(m) qac ay tutsar-
50官布を確かに借り受けた。私が何ヵ月借用していよう
8 
5. -mlin ay sayu 凶器rqunpu油国 b[ir]tlr-miinbu 
とも，毎月3官布ずつ私は正しく返済する。この
6.qunpu b訟ginel m泊。dlqoti bols町－mankisi(m) 
官布を返済する前に私が逃亡したな飢え私の妻の
(vers吋
7.q1臨 dIoylanlar加 birlikOni b(ir )zfln t姐.u(q)
クタデイが息子たちと共に正しく返済せよ。立会人
8. （…）n巡回.uqPY(.)KW( .) bu tamy（的（b)iz
・ミシュ，立会人・・・・。このタムガ印は我々
9. (i組）gli-niing( ol) （以下空白）
2人のものである。
テキスト註：
1・1b仕ygrmJnc: bir と ygrmin~ が連続して一筆で書かれている。
2・1tonga叫q釦：『集成jLoιoan）の項の他の用例からして， tongaの後ろに与
格語尾－qaが脱落しているとみて間違いなかろう。









































うとしたが，その必要はなかろう。ただし， USpl13 = LolOが本物の契約文
書ではなくて下書きであるかどうかは白ら別問題である。残念ながら私はサン
クト＝ペテルプルグでこの原物を直接見ることができなかったので，未だ護の





























ら八つの条件のうち，（1）を合め半分以上を満たしている SaOl,Sa02, Sa20, 
RHOl, Lo02, Lo03,Lo05, Lo17の8件はf集成』の中では最も古く，多分10～












U 6061 (in Zieme 1975, p.70 & pl. U) 
1. l/lll/ll/llllllll (m)anga atsiz剛qayyz qa[npu] 
私に（即ち）アトシズに 100官布が
2. [klrg紘 bol・］／／／／／／／／ Y¥!Z 凶 qanpua拙nyang! // 
［必要になっ］・・ 105官布を借り受けた。新・．
3. /////////// blz k品川 biriir-miinbu tuy///// 
・・梯布を私は正しく返済する。この・・
4. ///////// ≪品川iqofi bol組r-m伽 kisimXWl/111111 
・・私が逃亡したならば，私の妻の・・・






て，頻出する baryoqbols釘－miin,yoq b紅 bols釘－miinではなく，類例の少ない





























1. b師同 s紘iz泊Eay ic ygnni-kii alp turmis 
虎年 第八月 十三｛日｝。阿力甫＝図会主密施より
2. birlmiS ikiyilz quan baqir-ta y!lz quan baqir 
供給されたこ百貨の銅銭のうち，百貫の銅銭は
ウイク守ル文契約文書補考
3. mn vaps'i tutung qutluy arslan alt'im'iz yilz quan 
我れ，法師都統と骨日出禄＝阿ぶ斯蘭（の二人）が牟到了。百貰の
4. baq'ir cuu tutung alt'i bu vps'i tutung bag-ning ol 
銅銭は山都統が掌到了。此（標記）は法師都統伯克のものである。
5. bu tamya qutluy arslan-n'ing 
此の印章は骨日出禄＝河合＇J折蘭のものである。
（別筆）




















銀 ウイグル モンゴル l.~I ベルシア
2 kg yastuq （枕） silke （斧） 錠 blilis （枕）
ヨ】 I : 40g Slllf jJ.j=:l't 111:=$11銭1000枚 sir Iser 









































































1. bars yil s紘iz.凶 ayilc ygrmi・凶器Iptunis 
虎年 第八月十三｛日）。アルプ＝トルミシュが
2. bel担遜 ikiyyz qu姐 baqir-tayyz qu姐 ba俳
寄贈2めした200貫文のうち， 100貫文は
3.mn vap’組制伽ngqutluy伊 h al出nizyyz qu阻
私，法安都通とクトJレグ＝アルスランが受け取った。 100貫
4.b叫lircuu totoq出 bu静situ回 gblig-ning ol （略花押あり）
文はチュウ都督が受け取った。この押字は都通殿のものである。
5. bu tamya qutluγ 伊 l姐幽g[ol] （タムガあり olは見えない）
このタムガ印はクトJレグ＝アルスランのものである。
（別筆）































































日 α．森安 1985,pp.16, 39；「錦記（四）Jpp.66・67;Moriyasu 1996, pp.79・80.
2）上記の Or.8212・132と合わせると， f集成jでは Sal8の1件しかなかった家
屋売買契約文書が一気に3件に増えたわけで，喜ばしいかぎりであるが，なぜ
かHalen1991, p.164の「競みJでは肝腎な箇所に誤りがある。写真から気付い








Newsletter of the Circle of Inner Asian Art 6, London 1997, p.5.ただし詳細は不明。
5) 『東方学会報jNo.73, 1997, p.25参照。
6）羽田・山田 1961に「契約jと注記されているものに， Ot.Ry.1195,1792, 1822, 
1914,2150,2688,2691,2732,2753,5335,5628があり，このうちの Ot.Ry.1792,
2150は山田I,pp.217-218に引用されている。さらにその他の断片として私は















10）α．森安「街記（四）J p.80, n.14 ; r東方学会報jNo.73, 1997, p.25; Newsletter of 
the International Dunhuang Project 8/9, London 1997, p.4. 
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I集成jに含めた契約文書 Sa02( =Ot.Ry.1414a), Lo03 ( =Ot.Ry.2733）以外に






い。しかし，ベルリンの Ch/U7470 + Ch/U 6058 （宮布借用契約文書断片）や，
最近トゥグシェワ女史によって紹介された SIKrI 420 (Tugusheva 1996, pp.13・
14）のように，完全な草書体で害かれたものも少数ながら存在するのである。
西ウイグル時代の官布が公印と規格のある信頼性の高い「通貨Jであった（cf.
森安fマニ教史jpp.53-54; CTD, l, p.312）のに対し，モンゴル時代には恐らく
その地位を銀錠に譲り，単に棉布の別名のように使われていたのであろう。
13) Hamilton 1996, pp.141・142.
14) 伊斯詑非爾1995.これには写真が掲載されているので，是非参照されたい。
15) Cf，護 1961,p.237 ＝護 1997,pp.360-361; ED, p.317b，‘a copper coin’； K紅司／
Zieme 1986, p.359，‘Kupfergeld’；f集成J2,p.245b，「銅銭J‘Kupfermiinze'.






20) Cf. Takata 1994; Takeuchi 1995, pp.114-115：，高田 1998,pp.183・185.
21) Cf.森安1985,pp.67-68. 
22) 長さ4.6cm，横幅l.4cm，先端が三角の細長いペンシJレ＝ロケット形の曇印であ





23) Cf. Y姐 amoto&Ikedal987,Nos.358,399,407,414,426,428:f押字為定J，「押
字為滋J，「押字為草食」。
24) これは，ツイ｝メ氏と共同で，来年度のf内陸アジア言語の研究iに発表す
る予定である。それまでは， cf.森安「街記（ー ）J p.53; rマニ教史jp.50,n.22. 
ウイグ）f,文契約文書補考 21 
25) Cf. Kara I Zieme 1986, pp.335, 355, 359.ここでカラ・ツイーメ両氏はq・血を漢
語f貫Jの転枇とみなしている。当然，もとはquanI qun I qon I qanのいずれか
であったはずである。
26) スラピル氏はこの誇を bid・即ち biril－「支給される，賜与されるJと解釈す
る。その可能性も十分あるが，私は敢えて belag「贈り物Jを派生させた動詞
beli－に「贈与するJの原義があったと推定しておきたい。ただしそれは学界で
はまだ認知されていない， cf.ED, pp.332, 338. 
27) W.B. Henning，“τbe Sogdian Texts of Paris，”Bulletin of the School of Oriental and 
d伊・icanStudies 11-4, 1946, p.723, n.1. 





31) CTD, Part 1. pp.279, 317; cf.前註12,28. 
32) Cf.森安『マニ教史jp.170に引く『宋会要輯稿jと『宋史jの記事。
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Or. 8212-131 r巴cto,by the courtεsy of the British Libr紅y.(T. Moriyasu) 
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Or. 8212-131 verso, by the courtesy of the British Library. (T. Moriyasu) 
